
A 総合評価の方法

総合評価は、下記に定義する評価値により定量的に評価する。

ア 評価値の算出方法

評価値 ＝ 価格評価点　＋　技術評価点 

なお、評価値は最大で、 100 である。

イ 価格評価点の配分点

価格評価点の配分点は、 20 点とする。

ウ 技術評価点の算出方法

技術評価点は、「B. 技術評価項目と配点割合」に示す、項目毎に提案書やプレゼンテーションにより技術評価を行い、技術評価点を与える。

なお、技術評価点の配分点は、 80 点とする。

技術評価点 ＝ （技術評価点の配分点）×（技術評価の得点合計／技術評価の得点合計（満点））

B 技術評価項目と配点割合

配点割合
技術評価
の配点

1 1 15

2 20

3 10

4 5

5 20

6 15

7 5

2 1 全てのＪＶ構成員と専門工事業者（下請負人）を取りまとめて、円滑かつ適正な設計・施工を実現するための十分な協力体制が見られる。 25

2 設計に関わる企業の保有実績 5

3 施工に関わる企業の保有実績 5

4 構成会社に十勝管内の企業が参画していること。 8

5 構成会社に十勝管外の道内企業が参画していること。 4

6 下請け業者として十勝管内の業者を使用することが明記されていること。 6

7 下請け業者として十勝管外の道内業者を使用することが明記されていること。 2

3 1
[1]技術士（建設部門）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。又は、1級建築士の建築士法による免許を保有する者。又は、1
級土木施工管理技士又は1級建築施工管理技士の資格を保有し、10年以上の経験を有する者。

-

2 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

3
[1]過去10年間に建設マネジメント業務（CM、PM、PPP）の管理技術者実績がある者。又は、過去10年間に元請けとして5億円以上の土木工
事監理技術者の実績がある者。又は、過去10年間に国、地方自治体の職員として工事監督員の実績がある者。

-

4 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

5 [1]技術士（建設部門）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。 3

6 [2]技術士（建設部門以外）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。 1

7 [3]上記以外の者は特定しない。 特定しない

8 [1]過去10年間に類似業務の設計実績がある者。 -

9 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

10 [1]技術士（建設部門）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。 3

11 [2]技術士（建設部門以外）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。 1

12 [3]上記以外の者は特定しない。 特定しない

13 [1]過去10年間に類似業務の設計実績がある者。 -

14 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

15 [1]設備設計1級建築士の建築士法による免許を保有する者。 3

16 [2]1級建築士の建築士法による免許を保有する者。 1

17 [3]上記以外の者は特定しない。 特定しない

18 [1]過去10年間に類似業務の設計実績がある者。 -

19 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

20
[1]技術士（建設部門）の資格を有し、技術士法による登録を行っている者。又は、1級建築士の建築士法による免許を保有する者。又は、1
級土木施工管理技士又は1級建築施工管理技士の資格を保有し、10年以上の経験を有する者。

-

21 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

22 [1]建設業法に定める「監理技術者登録証」を保有し、監理技術者講習を修了していること。又、10年以上の経験を有する者。 -

23 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

24 [1]過去10年間に類似業務の施工実績がある者。 -

25 [2]上記以外の者は特定しない。 特定しない

4 1 総括代理人 11

2 設計管理技術者 6

3 監理技術者 6

技術評価の得点合計 ＝ （B１ 技術提案の評価の配点）×［（B２ 実施体制の評価の配点）＋（B３ 配置予定技術者の評価の配点）＋（B４ プレゼンテーションの評価の配点）］

北海道スペースポート整備事業に係る工事 総合評価方法

技術提案の評価

50%

実績

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

配置予定総括代
理人の要件

保有資格

施
工
段
階

※本事業の基本方
針を理解し、右記7
つのテーマに関して
課題・リスク・優先度
を評価し、重点課題
とその解決策を示す
こと。

配置予定監理技
術者の要件

保有資格

実績

配置予定建築設
計主任技術者の
要件

保有資格

実績

配置予定
技術者の

評価

設
計
段
階

配置予定設計管
理技術者の要件
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配置予定照査技
術者の要件

保有資格

実績

プレゼンテーション
の評価

7%

13%

２．周辺環境との共生かつ、適合認定取得を目的としたLC-1射場の整備について

３．周辺環境との共生かつ、適用法令に従った滑走路延伸について

４．航空宇宙産業の発展と地方創生へ寄与といった社会的意義を達成するために本事業としての貢献について

５．本事業に合ったQCD（品質・コスト・工期）を最適化するマネジメントについて

６．コスト縮減・工期短縮や維持管理性を考慮したVE提案について

７．自由テーマ（上記以外に独自の視点で課題を見つけ解決策を提案すること）

実施体制

ＪＶまたは施工体制に記述
された協力会社に地元企業

が含まれていること。

総括責任者の業務理解度、経験、本件提案への積極性等を総合的に評価

設計責任者の業務理解度、経験、表現力、本件提案への積極性等を総合的に評価

施工責任者の業務理解度、経験、本件提案への積極性等を総合的に評価

配置予定現場代
理人の要件

保有資格

整理番号

30%

分類 評価項目名確認内容

実施体制の評価

１．3か年で達成する本事業のコンセプトについて


